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メンバー紹介

たけむら ゆうこ

竹村 優子さん
職業指導員

〆切：12月12日(金)まで

よろしくお願いします♪

はやしだ

林田 かなかさん

『無添加ジェラート♪』

お客様の声
天海のしずくオーガニック ホイップソープ詰替用
ゆう 様（50代・女性）

5,060円(税込)

グアバ果樹園だより

農福×6次化事例の発表をしました♪

昨年に引き続き、岐阜の全
国農福連携マルシェに参加
しました。2日間でおよそ21
万7千人が来場とのことで
大きなイベントでした。大賑
わいの中、たくさんのお客様
に、南国にしがわ農園の活
動をアピールできました！

池田耕一

AAAAAAAAAAAAA

11月27日、高知農業高校の食品ビジネス科3年
生の生徒さんがグアバ農園に来てくれました。こ
の日はメンバーさんと一緒にグアバ葉の洗浄や、
果実の袋がけ作業などを体験。メンバーさんは葉
の洗い方や、きちんと乾燥するため置き方のコツ
を伝えるなど、とてもはりきっていました。高校生
との交流を通じて、相互理解やコミュニケーショ
ンの

土佐っておいしい！食の商談会

乾燥する季節に
オススメ♪

今年も一年、ありがとうございました！
2025年、南国にしがわ農園のニュースから選んだ

東京

３ 月 ２７日 先 行 販 売 開 始 の 新 商 品 を ご 紹 介♪

天然由来原料100％の多機能バーム。手に取るとお肌にすっとなじみべた
つかない使い心地。乾燥の気になる時期だけでなく、お肌が揺らぐ季節の
変わり目にもおすすめです。口元、目元にはもちろん、かさつきが気に
なる部分に。持ち運びしやすく、気になるときにいつでもどこでもケアが
できます。自社農園で自然栽培した希少なグアバの葉と種子から抽出した
機能性高い美容成分を配合。香りはほんのりと、後を引かないので、リフ
レッシュ効果も◎ 3月２７日先行発売開始！メルマガLINEにてお知らせ♪

オールシーズン使える、お肌のお守り 天海のしずくバーム 

Art N
Art N
Art N

来年1月で4年目になり、ここでの仕事
もなれてきました。
一番好きな作業はにんにくの皮むきで

す。「まかせるよ、たのむね。」と言っても
らえるのがうれしくて、がんばりたいです。
仕事でうれしい時は、販売会でお客さん

にお茶を買ってもらえた時です。
家族旅行のために、貯金をがんばってい
ます。来年1年は、かいきんしょう目指して

がんばります！

みんなで手分けをして、山の中へたけのこ掘り
に。足場の悪い斜面に、苦戦しつつも工夫して
たけのこをうまく掘ることができていました。筋
力には自信のある私も、たけのこ掘りの作業
では、翌日に筋肉痛が残るほど。
去年と違い急な斜面も怖がることなく登り降り
しているたくましい皆の姿を見て、とても成長
を感じました。 池田圭佑

正月太り注意報
年末年始の食べすぎ飲みすぎに

『土佐國グアバ茶』

グアバ果樹園では、新しくなったハウスではじめての冬を迎えます。ビニールはピンと
はられて、とても気持ちが良いです。2011年から今年の夏までずっとグアバを守ってき
てくれた古いハウスから代わり、すき間風が入らず、グアバも暖かく過ごせています。
これから暖かくなりはじめる3月ごろまで、毎朝毎晩、グアバが快適に過ごせるよう、
ハウスの開け閉めをします。土日祝日も休みなく、お世話をしています。来年また元気
に新しい葉っぱや果実をつけてくれるよう、僕も頑張ります！ 西川絢太

こちらの化粧品を使うようになって、私も吹き出物やピリピ

リ感などもなくなって、息子のほうも今はたまに使う程度な

んですが、顔のニキビもものすごい綺麗になっています。

私も年齢的にシミや化粧ノリもよくないのは仕方ないなと、

あきらめていたのですが、シミもできなくなって、化粧ノリ

もいいし、化粧しても吹き出物もできないし、またリピートし

ていこうと思っています。

Art N
宮野さん

12月から入社しました。
子どもは4人で、今は息子2人と豆しばの
「ちゃちゃ」とくらしています。

今まではかいごの仕事をしていました。
皆さんと一緒に作業をするのがたのしい
です。好きなことは映画を見ることです。

これからもよろしくおねがいします！

【南国にしがわ農園の8名の作品が採用された「高知アートカレンダー2025」】
2025.1.20発行第40号より

【高知農業高校生との取り組み・新商品「有機グアバ果樹園の完熟ピール」発売】
2025.7.20発行第46号・2025.8.20発行第47号より

【2025年に私たちが育てたグアバは、全国のミシュランレストラン・ホテルへ】



企業の皆様へ 企業様のSDGｓへの貢献において
「南国にしがわ農園を」パートナーにご指名くださいませ。

有機JAS認証の自家農園で農薬や肥料、除草剤も一切使わない究極のオ
ーガニックと言われる自然農法でグアバ果樹を栽培しています。

障がい者といわれているメンバーが中心となり栽培や加工で活躍、農
業×福祉×SDGsな6次化を実践しています。そんな彼らが畑でつくった
グアバから生まれた商品のお買い上げ利益は、そのまま彼らの工賃とな
ります。

これは最大の応援となり直接的にSDGsに繋がる社会貢献をすることと
なります。

これからも農福連携で「人間らしい働きがいのある仕事」を目指し、
奮闘して参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

☆現在毎日出勤の利用者工賃3.6万円～8.3万円/月

→ めざせ 全員工賃7万円以上/月
南国にしがわ農園は高知県の『こうちSDGs推進企業』に登録されています

発行責任者 一般社団法人 エンジェルガーデン南国 南国にしがわ農園
代表理事 西川 一司 info@nishigawa-nouen.com tel:088-802-8801

完熟フルーツソース

私たちが取り組む
SDGs

私たちがめざしているもの

・働くことで人の役に立ちしあわせになります。
・他人を認め合いみんな仲良く楽しく働きます。
・働いた給料と年金で自立して生活します。
・個性を磨き可能性を活かせる職場をつくります。
約束（やくそく）
1.笑顔で元気の良い挨拶をしましょう。
2.丁寧な言葉を使いましょう。
3.人に優しくしましょう。
4.素直に話を聞き、「はい」と返事をしましょう。
5.身だしなみを整えましょう。
6.みんな仲良く協力し合いましょう。
7.人の悪口はやめましょう。
8.時間と約束を守りましょう。
9.整理整頓と掃除をしましょう
10.｢ありがとう」という感謝の言葉を伝えましょう。
明るく♪楽しく♪元気に♪感謝の気持ちで♪

代表あいさつ

わたしたちが育てた有機グアバ果樹商品は

代表理事 西川一司

今までの南国にしがわ農園新聞

1～50号はこちらから→

就労支援
見学＆説明会
随時 受付中♪

メンバーさん見学＆説明会受付中

今年も一年があっという間に過ぎようとしています。
南国にしがわ農園にとって、この一年は「新しいスタート」を感
じる出来事がたくさんありました。
• グアバハウスの建て替え
長年の夢だったグアバハウスが８月に着工し、１２月に完成しま
した。新しい空間で、みんなの笑顔がますます広がっています。
• 階段の新設工事
加工場・作業場と事務所をつなぐ階段ができて、毎日の行き来
がぐっと便利になりました。安全で快適な動線が整ったことは
大きな喜びです
・井戸ボーリング工事の開始
生活に欠かせない「水」を守るための工事が始まりました。安心
して暮らせる環境づくりに向けて、大切な一歩を踏み出しまし
た。
まだまだ施設の環境は充分は言えません。
メンバーやスタッフがストレスなく、心地よく暮らせるように、
来年も少しずつ整備を進めていきます。
「自立を支えるには、安心できる環境が大切」その思いを胸に、
農園は歩みを続けます。
この一年、温かいご支援と見守りを本当にありがとうございま
した。来年も南国にしがわ農園は「人が安心して暮らし、働ける
場」を目指して、みんなで力を合わせてまいります。
どうぞ良いお年をお迎えください。
来年もよろしくお願いいたします。

南国にしがわ農園
ホームページは
こちらから→

中谷はたけだより

12月になり里山もずいぶん寒くなってきました。
草ぼうぼうの中谷畑は緑の草がほとんどなくなっ
て枯草ばかりとなっています。ハウスの鳩も無事
巣立ったようです。

「里山の
野焼きの煙にいぶされて
涙目こらえて

芋をほうばる」

倉庫での木工加工は主にツボ押し
の製品づくりに励んでいます。主に
道の駅で販売していますが、年末年
始の売上アップを願いみんな張り
切って作業に取り組んでいます。

岡田真二

柚子をしぼりました♪

今年も南国にしがわ農園の無農薬
無肥料の柚子がたくさん実りました。
しっかり洗って皮を剥き、一つ一つ
丁寧に搾り機で体重を掛けて搾っ
ていきます

加工場は柚子の良い香りに包まれ
て癒されながらの作業でした♪酢
の物やお寿司、お鍋にもどんなお料
理に使われるのかなぁ

齋藤綾香

♡今月のチャレンジ研修♡ 

今月は畑で焼き芋を行いました。昨年と違って
今年は大釜を使っての焼き芋にトライしました。
大釜で焼いたさつまいもは蒸し芋のようにしっ
とりと焼きあがっていてとても美味しく、また来
年もやりたいとみんなに好評でした。 山本健太

公式アカウント

どちらも見てね♪

代表挨拶

チャレ研
山本さん
耕一さん
隼平さん

岡田先生連載

加工場より
竹村さん・齋󠄁藤さん

中谷では皆で一斉にに草引きをしました。カマや手ぐわを使
いながら石垣や畑の草をひいていました。
草がなくなった畑は気持ちいい風が通るようになりました。

池田圭佑
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